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日程

１　開会

２　会長あいさつ
３　議長開会宣言　　　　　　定足数の確認　

　

４　議事録署人の指名

　　　（２２番 遠藤委員）（２３番 盛山委員）
５　議事

（１）農地法第３条の規定による許可申請書について（1件）　　　　　

（２）農地法第５条の規定による許可申請書について（2件）　　　　　

（３）農地利用集積計画の決定について
　　　・利用権設定　　　　　　　　　　　　　　

・農地中間管理事業に係る農用地利用配分計画
・北栄町農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想第４章１の（５）の規定による所有権の移転申出書（6件）
　　　　　　　　　　　　　　

６　協議事項

（１）農地法第３条の３第１項の規定による届出書について　

（２）農地法第１８条第６項の規定による通知書について
（３）農地所有適格法人報告書について

（４）平成３０年度農作業労働標準賃金等について

（５）農地等の利用の最適化の推進に関する指針を定めることについて
７　報告事項

（１）委員会報告

　　　　農地委員会

　　　　農政委員会　　　　　　
　　　　広報委員会　

（２）各種審議会等報告

８　連絡事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

総会開催予定等

　　　・第４回総会　　　平成３０年４月１０日（火）午後１時３０分から

　　　　　　　　　　　　　　 北栄町大栄農村環境改善センター
現地確認　　　平成３０年４月９日（月）午後１時３０分事務局集合　

担当委員　森本委員、杉川（一）委員、福光委員
　　　　　　　議案締切日　　平成３０年３月２６日（月）

９　その他　空き農地情報バンク登録申込書
　　　

１０　閉会

【添付】　現地写真
研修会　相談事例等の発表　　　竹信委員、濵坂会長

○事務局　そうしますと、平成３０年第３回の総会を開催いたします。

　初めに会長さん、御挨拶お願いいたします。

○濵坂会長　皆さん、こんにちは。春が近づいたかと思えば、また冬へ逆戻りしながら、きょうはまた一段と寒いですけれども、特に前田（榮）委員さんには、この寒さは大変だと思います。気をつけていただきたいと思います。

　さて、きょうの挨拶ですけども、今、３月定例議会が始まっておりまして、１９日に恐らく採決だと思いますけれども、新しい農業委員さんがその場で議会の同意を得るということになろうかと思いますけども、その時点では新しい農業委員さんが決まるということでございます。

　それから、一般質問が１２から１３日にございまして、今回まだ私にはありませんけども、９名の方から農業関係では５点出ております。少子高齢化と後継者不足によるこれからの農業のあり方と耕作放棄地の対策について。それから２つ目、砂丘地農業の現状と課題。３番目に農家のＧＡＰの取得支援。４番目、株式会社北栄ドリーム農場のビジネスモデルをどのように描いているか。それから５つ目、ドリーム農場と町長の政治姿勢についてということで、今回この５点が質問として出ているようであります。

　私が会長をするようになってから、農業関係の質問がそれぞれの議員さんからあるなと思いながら、やっぱり農業の町ですから、農業に関する質問をどんどんしていただきたいなということで思っておりますけども、実際はなかなか、例えば農政委員会で議員さんと懇談会をしてもなかなか話がかみ合わないというようなことがずっと続いております。いろいろ考えてみましたけども、私たちは農業委員、農政委員会はチームとしていろいろ話をまとめて議員さんと懇談したいということで向かうんですけども、議員さんは委員会、民生経済常任委員会と新しく名前が変わりましたけど、前の産業建設常任委員会ですね、と話をしますけども、そのメンバーは話が決してまとまって出てくるわけではなくて、議員さんの個々の立場で話をしてこられるということですね。何かこっちが求めているものと議員さんが求めているものがなかなかかみ合わなくて、次の懇談会はどうしようかなというような話もなっておりますけども、それにしてもいろいろな情報交換ということで、お互いの考えていることを出し合うということは必要ではないかというふうに思っております。これまた次の委員会で検討いただくというふうに思っています。そういったことで、農業に関する質問が徐々にふえておりまして、いいことではないかなと思っています。

　それから最後に、後ほど報告があろうかと思いますけども、きょうの新聞にも出とりました、北栄町農家民泊の推進協議会設立会がございまして、満場一致でやろうということになりましたので、後ほど説明をしていただきますけども、皆さん方にまたいろいろ御協力お願いをするかと思います。その節にはひとつよろしくお願いしたいというふうに思っています。

　ということで、スイカの定植等も始まっています。いろいろ気象の変化も激しい中で、体には気をつけて、頑張っていただきたいというふうに思いますので、よろしくお願いします。以上です。

○事務局　ありがとうございました。

　そうしますと、会議規則第５条に、会長が議長となるということになってございますので、以後、会長に議長として進めていただきます。

○濵坂議長　そうしますと、規則によりまして議長に就任をさせていただきます。

　本日の届けでございますが、２番、日置委員、それから、２５番、前田委員から遅刻の届けが出ております。なお、前田職務代理については、今、北条支部の年金友の会の総会がきょう行われておりまして、そちらへ出席をしていただくところであります。それから１２番、平信委員につきましては、３時半ごろに早退をしたいということでございます。というのが鳥獣害対策の関係の総会があるわけでございまして、そちらに出ていただくということで、３時半には退席をされます。以上であります。

　よって過半数出席ということで、総会の成立を宣言いたします。

　４番、議事録署名人の指名でございますが、順番に従いまして、２２番、遠藤委員、２３番、盛山委員にお願いしたいと思います。

　では早速、５番の議事に入ります。

　議事の１、農地法第３条の規定による許可申請書、１件でございます。

　事務局、説明ございますか。

○事務局　譲り受け人は前回のときもあった方でございます。９ページのほうに、周辺地域との関係ということで、内容について御指摘がございましたところでありまして、防除基準ということで修正といいましょうか、今回は書かせております。あと、これまでももともとは農地として書いてあったので、当たり前だと、それはと。農地でなければ受けることはならんので、畑として書きなさいと言ったことで、修正をさせて出させております。購入されるようになった経緯についてはちょっとわかりません。以上です。

○濵坂議長　説明が終わりました。

　皆さんで何か、質疑等ございますか。許可してもよろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

そうしますと、議事の１、申請のとおり許可といたします。

　続きまして、議事の２です。農地法第５条の規定による許可申請書について２件でございます。順次、審議を願いたいと思います。

　まず議事２の１、説明ございますか。

○事務局　これは平成８年に許可をもらって、更新してきておられるものでありまして、産廃の処分場ということでございまして、ちょうど年数が来たので、まだ埋まるところがあるので、更新をするということだそうでございます。

　面積ですけれども、２０ページにございますが、２５年に変更許可をもらっておりまして埋め立て面積は２万３，７７４平方メートルということになってございます。この内訳としては２２ページのほうにございます。ただ、この、面積に該当する図面というのがちょっとついておりませんでしたので、これについては追加で出してくださいよという話はしているところであります。

　この申請に当たりまして、県のほうに許可といいましょうか、延長するという許可が要るのではないですかという話をしたところですけど、直接、私、西部総合のほうに確認しましたところ、これは生活環境局というところですけど、当初、許可をしたが、その終了期限までは許可の内容としては対象ではないということなので、改めての申請は要らないということでございました。ただ、当初は地元にも説明をされておるんでしょうから、地元にはちゃんと話をされたほうがいいですよという話は添えたところであります。

　ですので、埋め立て面積を示すものではありませんが、１７ページのほうに対象となる土地を囲ってございます。７３－７、８５－５、８５－１、７３－６とあります。下のほうにも８６－１３５とかありますけども、これは８５－１のほうに合筆されてしまっとります。ということでございまして、ここの中の約２万３，０００平米を埋め立てに使われているということでございます。

　それで、産廃の処分を行うに当たりまして、２３ページ以降基準があるといいましょうか、公表する義務があるそうでして、最新の処理施設の維持管理情報、それから２６ページ、処理施設の維持管理、つまり処分を行った廃棄物の量であるとか、浸透水処理水の生物化学的酸素要求量であるとか、それから２８ページにございます粉じん調査、要するに空気中の粉じんですね、こちらの調査結果というものを毎月ホームページで公表されているということだそうでございます。３０ページにつきましては、その面積、それから埋め戻しの努力とかそういったものが書いてございます。３１ページのほうになりますけれども、平成３３年の７月までという形で予定を組まれておるところであります。

　申請書では３５年の３月までということになっております。今の説明では３３年となっておりますけど、３５年まで延長ということになるわけであります。以上です。

○濵坂議長　事務局からの説明が終わりました。

　現地確認の報告をお願いしたいと思います。

○生橋委員　報告いたします。昨日、河原委員、田中委員、下阪局長と私４名が現場に行って見てまいりました。写真のとおり、産廃処分場の敷地の中にありまして、今現在、社長さんが趣味で野菜をつくっておられるようですけれども、そこを転用するに当たって、隣地の農地に対して別に何の問題もないということで見てまいりました。以上です。

○濵坂議長　ありがとうございます。

　説明なり、現地確認報告が終わりました。

　皆さん方からの質疑を求めたいと思います。いかがでしょうか。

○竹原委員　１８ページですけど、契約の更新というところを理解してなかったもんですから、１８ページの４番の１、２、３のあたりをずっと見とったんですけども、３番目に被害が出た場合の対策云々というのは被害があるんだろうと思うんですね。作物をつくるのかなって考えながらですね、つくれば下に物がいろいろ入るのは決してよくないなと思いながらおったんですが、更新だということで、特に被害なんか今まで出た経緯がないですか。その辺はわかりませんか。

○事務局　ないでしょうね。

○竹原委員　ないですよね。ということです。

○事務局　たしか一番末端のほうに堰がつくってあるんですね。それを見てもちょっとわからんかもしれんですけど、沈砂池、下流観測井戸とか、２７ページの図面がございますけど、こちらを公表されている。もちろん県のほうにも提出はされておると思いますけど。

○濵坂議長　竹原委員、いいでしょうか。

○竹原委員　いいです、はい。

○濵坂議長　そのほかはございませんか。

　そのほかに異議の発言がないようでございます。

　議事２の１、産廃廃棄所の問題でございますが、申請のとおり許可相当ということでよろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　そうしますと議事２の１、許可相当ということで進達をしたいと思います。
　　　※県に進達したところ、第二種農地であり、当初から許可は一時転用では無く永久
転用であるので、改めて更新のために許可を得る必要が無いと回答があったので、
申請を取り下げることとした。（下阪）
　続きまして、議事の２の２です。説明ございますか。

○事務局　こちらは土下の農地に住宅を建てられるものであります。土下の南を県道が通っておりますけど、県道沿いに家を建てられるということで、ほぼ周辺は住宅になっておるところでありまして、住宅と道路に囲まれた農地、畑ということでございます。農用施設については全くございません。以上です。

○濵坂議長　続きまして、現地確認の報告をお願いします。

○生橋委員　報告いたします。先ほどの４人できのう見てまいりました。写真のとおり、この大きな木が柿の木で、中にビワの木が二、三本生えているというような状況です。それと、申請地の後ろのほうは宅地になっていまして、もうよその家が建っております。ぽつんとここだけ農地があるというような状態でございます。住宅に転用するに当たりまして、周辺の農地の営農に影響ないというふうに見てまいりました。以上です。

○濵坂議長　ありがとうございます。

　説明なり現地確認の報告は終わりました。

　皆様方の質疑を求めたいと思います。いかがでしょうか。

　皆様方の発言はございませんが、議事２の２、申請のとおり許可相当ということでよろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　そうしますと、議事２の２、申請のとおり許可相当ということで進達をしたいと思います。

　続きまして、議事３、農地利用集積計画の決定についてでございます。

　事務局の説明ございますか。

○事務局　特にございません。

○濵坂議長　１５、１６、７５から７８、合計６筆が永田委員の関連案件でございます。６４から６６の３筆、南場委員の関係案件でございます。８０、河原委員の関連案件でございます。●●がございますけども、現在まだ見えておられませんので、とりあえず置いときます。先ほど述べました永田委員、南場委員、河原委員、関連案件以外についてまず審議をお願いします。

　何か問題はありませんか。

　発言がないようでございます。３名の委員の関連案件以外のものにつきまして、計画のとおり決定してよろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　そうしますと、永田、南場、河原委員、３名以外の案件につきましては計画のとおり決定といたします。

　続きまして、永田委員関連案件１５、１６、７５から７８、合計６筆ですね。永田委員は除斥扱いで審議を願いたいと思います。何か発言ございますか。

　特に発言がないようでございます。永田委員関連案件のことで、計画のとおり決定してよろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　そうしますと永田委員関連案件のことで、計画のとおり決定といたします。

　続きまして、南場委員関連案件６４から６６、３筆でございますが、南場委員につきましては除斥扱いで審議を願いたいと思います。発言ございますか。

　発言ございません。南場委員関連案件、３筆、計画のとおり決定してよろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　そうしますと南場委員関連案件３筆、計画のとおり決定といたします。

　続きまして、河原委員関連案件８０、１筆でございますが、河原委員につきましては除斥扱いで審議を願いたいと思います。発言ございますか。

特に発言ございません。河原委員関連案件、計画のとおり決定してよろしいでしょうか。（「はい」と呼ぶ者あり）

　そうしますと河原委員関連案件、１筆でございますが、計画のとおり決定といたします。

　以上で集積計画については終了いたします。

　続きまして、６１ページ。北栄町農業経営基盤強化の促進に関する基本的な構想第４章１の（５）の規定による所有権の移転申出書。

○河原委員　●●はせんでいいの。

○濵坂議長　いやいや、今来られませんので、当初の分に含めてやりました。

　６１ページの基本構想に関する所有権の移転でございますが、説明はありますか。

○事務局　こちらは大谷の●●さんが購入されたものでございます。●●さんは●●という会社を設立はされましたけれども、会社のほうが所有権を持つのではなくて、個人のほうで持つということで、購入されるということになったようでございます。以上です。

○濵坂議長　説明が終わりました。

　何か発言ございますか。

　これはまた、●●氏から会社に渡ってということになるんですか。

○事務局　でしょうね。

○濵坂議長　何か発言ございますか。よろしいでしょうか。

　そうしますと●●さんの所有権移転申出書でございますが、申請のとおり受理ということでよろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　続きまして、６１ページ、永田委員関連案件でございますので、永田委員を除斥扱いで審議を願いたいと思います。説明ございますか。

○永田委員　特にございません。

○濵坂議長　６１ページの永田委員関連案件でございますが、何か発言ございますか。
（「ありません」と呼ぶ者あり）

　発言ございませんので、申し出のとおり受理してよろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　そうしますと６１ページ、申し出のとおり受理いたします。

　続きまして６２ページ。これも永田委員関連案件でございますので、除斥扱いで審議を願います。説明はありますか。

　いいですか。

○事務局　いいです。

○濵坂議長　特に説明はないようでございます。何か発言ございますか。
（「ありません」と呼ぶ者あり）

　そうしますと、６２ページ、永田委員関連案件、申し出のとおり受理してよろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　そうしますと、６２ページの所有権移転申出書のとおり受理をいたします。

　続きまして６３ページ、これも同じく永田委員関連案件でございますが、永田委員除斥扱いで審議を願いたいと思います。何か発言ございますか。
（「ありません」と呼ぶ者あり）

　特に発言ないということでございます。

　６３ページの永田委員関連の移転申出書でございます。受理してよろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　そうしますと、申出書のとおり受理をいたします。

　続きまして６４ページ、これも永田委員関連案件でございます。永田委員除斥扱いで審議を願います。発言ございますか。
（「ありません」と呼ぶ者あり）

　特にないということでございます。６４ページ、申し出のとおり受理してよろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　そうしますと、６４ページ、申出書のとおり受理をいたします。

　続きまして６５ページ、これも永田委員関連案件でございます。何か発言ございますか。
（「ありません」と呼ぶ者あり）

　発言ないということでございます。申し出のとおり受理してよろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　そうしますと、６５ページ、永田委員関連案件、申し出のとおり受理をしたいと思います。

○德山委員　ちょっと済みません。今書いてある畑の所有権移転の場合、対価ということが書かれていると思いますが、この●●さんの場合は一反ですか。

○永田委員　発言よろしいですか。

　６１ページの●●さんの件につきましては、これは１筆で３万円という対価で計算をしております。そのほかのものについては、反当計算で２０万円ということで。ついでに、軽くいきさつだけお話ししますが、６１ページの●●さんという方の畑も、６２ページの●●さんという方がずっと借りておられまして、高齢になってもう返したいということでお話があったそうです。ところが中西さんのほうも返してもらっても困るというような経過がありまして、従前、●●さんの畑を１筆自分のほうで引き受けさせていただいたのもありまして、同じように受けてもらえないだろうかというお話がありまして、そこの１筆だけ１区画の中の小さい面積だけ預かってもなというお話をしたところ、間に入られたのは土地改良区、北条砂丘の理事さんのほうでして、ではそのあたり一帯の地主さんの皆さんと話をしてあげるということで、たらたらたらっと話をまとめてこられまして、このあたり１区画でおよそ全部まとめて２反という、それから隣にもあるので、ここが２反少々ありまして、およそ４反程度の感じになるかというような形で農地利用の最適化には結構だろうということで自分も受けさせていただくことになりました。●●さんの件につきましては、もう幾らでもいいからというところが出たらしくてそれで１筆３万円という単価でお話をされたそうです。ほかの方につきましては、反当は２０万円といって皆さんにお話をした感じでそれぞれがどういう根拠の数字になっているんだろうというのはこういうような形になっているんです。以上です。

○濵坂議長　ありがとうございます。

○德山委員　この●●さんの１筆、１万５，０００というのもやっぱりそういった考え方で、何筆だったか知りませんが、６反ほどあるんですけども。

○事務局　何筆あるかというのは。

○德山委員　１筆が１１万５，０００。対価が。

○事務局　筆全部です。筆って書いてあります。

○德山委員　全部で１１万５，０００円。

○事務局　はい。

○德山委員　安いな。

○永田委員　こちら側の分。自分が相談がありまして、処分したいと。買ってくれと。幾らでもいいということで、改良区の負担金が重たいので、とにかく手放したいというようなお話があったのを覚えています。金額のほうのお話は多分それぞれのお話ということでしたけれど、自分も安いなとは思うんですけど、それでお互いのお話ですんで。

○德山委員　わかりました。

○事務局　結局、土地改良区の賦課金があれば、それなりの金額を年間で払っていかないといけない。ずっと払っていかないといけんということ考えると、それも自分が払っていくんですけど、手を放してしまえばそれは払わなくて済むようになりますが、そうすると、その分を差っ引いても、見た目金額は安いようであるけども、農業をしない人にとっては、何ていうか、方法としてはあるのかなと思います。

　面積も大きいので、それなりの額を払っておられると思います。

○濵坂議長　以上で、議事を終了いたします。

　続きまして協議事項に移ります。協議事項の１、農地法第３条の３第１項の規定による届け出書について、３件ございます。

　一括協議を願いたいと思います。

　説明はありますか。

○事務局　特にございませんけど、７ページの案件でございますが、３筆についてはどなたかあっせんをしていただきたいということだそうでございます。これは畑のほうでして、田んぼのほうにつきましては、営農組合で耕作をされているということでもありますし、田んぼは営農組合、それから貸しておられる畑もほかにもあるということで、この区画についてのみ、あっせんをお願いしたいということだそうでございます。以上です。

○濵坂議長　以上の説明も含めて３件ございますが、何か質問ございますか。
（「なし」と呼ぶ者あり）

　特に発言ございません。農地法第３条の３第１項の規定による届け出書でございますが、３件一括受理してよろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　そうしますと、３件一括受理をいたします。

　続きまして協議事項の２、農地法第１８条第６項の規定による通知書について、６件ございます。一括協議を願いたいと思います。

　説明はございますか。

○事務局　特にございません。

○濵坂議長　特にないということでございます。

　皆さん方、何か質疑、発言ございますか。

　全部行き先は決まっているようでございます。皆さん方から特に発言ございません。協議事項の２、６件一括受理してよろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　そうしますと、６件一括受理をいたします。

　続きまして、協議事項の３、農地所有適格法人報告書についてでございます。

　説明ございますか。

○事務局　特にはございませんけど、１５ページの２の（２）売上高でございます。年々と増加しているようになってございます。以上です。

○濵坂議長　説明が終わりました。

　何か発言がございますか。
（「ありません」と呼ぶ者あり）

　そうしますと、畑の面積確認を含めまして、報告のとおり受理してよろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　そうしますと、畑の面積につきましては確認をさせていただきますけども、報告のとおり受理をいたします。

　続きまして、協議事項の４、平成３０年度農作業労働標準賃金等についてでございます。

　説明がございますか。

○事務局　これにつきましては前回、協議をいただいたところでありまして、ちょっとつくり直してみました。修正したところは、表の一番左の列になりますけど、耕うん（ロータリー）というのが、長芋深耕のところまでずっとありましたが、これは長芋深耕のほうがいいんではないかなということで、修正させていただきました。要するにロータリーではないよというようなお話がありましたので、長芋深耕ということで分けてしまったほうがいいのかなというふうに思いました。

　それと、そこに新地と書いておりますけども、そこのところはもともと、長芋深耕という格好で書いてございました。それが１回目ということだったと思いますけれども、全く新しい農地、新しく耕作される農地については、中に石があったりとかして非常に危ないんだよと、機械も傷むんだよという話がございましたので、このような表現にさせていただいたところであります。

　あと、金額ですけれども、２回目以降のところを２万７，０００円を２万円と修正させていただきました。

　あと、下におりまして、コンバインのところでございますが、一番下にそのフレコン運搬というふうにしております。これ単なるフレコンという言葉だけでしたので、フレコン運搬という格好で修正をしてみました。

　これでよろしければ、さきに話をさせていただきました、賃借料情報と一緒に３月末発送の町報と、農業委員会だよりと一緒に配付しようかなというふうに思っております。以上です。

○濵坂議長　説明が終わりましたが、何か発言ございますか。

○坂本委員　フレコン運搬だけど、これ袋の使用料も入っているんですか。含めて。

○事務局　フレコン使用料を含むって書いております、右の摘要に。

○濵坂議長　よろしいでしょうか。

○坂本委員　はい。

○濵坂議長　そのほかには何か、気がつかれたことはございませんか。

　先回協議いただいたことを修正させていただいて、再提出させていただいたところでございますけども、これでよろしいでしょうか。

　特に異議の発言ございませんので、提案のとおり、３月の配布物で示したいと思います。よろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　続きまして、協議事項の５です。農地等の利用の最適化の推進に関する指針を定めることについてでございます。

　説明ございますか。

○事務局　１９ページにございますとおり、改正後の農業委員会等に関する法律の中で、第７条に、農地等の利用の最適化の推進に関する指針ということで書いてございます。指針につきましては、努めなければならないということにはなっておりますけれども、基本的には努めなければならないということでございまして、新しい５月からの農業委員会で決めてもらうものですけれども、いきなり新しく農業委員または推進委員なられる方に考えていただくよりも、事前に今おられる農業委員さんの確認をいただいたほうがいいのかなというふうに思ってのことでございます。

　実はこれは改正になった後に、別に新しい農業委員会に変わらなくてもつくる必要もあったということでございまして、私のほうでちょっと原案をいろいろと考えながらつくらせていただいたところであります。この指針の中に、第１項の第１号にその区域内における農地等の利用の最適化の推進に関する目標、それから２号のほうにその推進の方法というものを入れなければならないということになってございます。２項につきましては、農地利用最適化推進委員の意見を聞かなければならないということになってございますけども、これにつきましては今はおられませんが５月になって再度総会にかけまして、ご協議をいただくという格好にしたいというふうに思います。

　また、決まりましたらホームページ等でも公表するという形になります。その内容でございます。２０ページ以降になります。この基本的な考え方というのでしょうか、指針をつくるに当たりまして、北栄町には既に農業基本条例であるとか、農業のまちづくり条例がございますし、それから農業経営基盤強化促進基本構想、そういうのもございますので、それを参考に基本的な考え方を書かせていただきました。上のほうが基本的には町の農業についての説明でございます。下のほうに、農業委員会法第７条第１項の規定に基づいて、具体的指針を作成して具体的な目標と推進方法を以下のとおり定めるという格好にしております。

　２１ページでございます。その具体的な部分でございますけれども、第２のほうに具体的な目標と推進方法ということでございます。その１のほうに遊休農地の発生防止と解消。それから次のページ、２２ページの２のところでございますが、こちらのほう担い手への農地利用の集積・集約化について。それから２３ページにつきましては、３のほうで新規参入の促進ということで、農地利用の最適化についてそれぞれの項目が設けられているというものでございます。

　２１ページ戻りまして、遊休農地の発生防止・解消についてということでございます。それぞれ１と２、解消目標とその推進方法ということで構成されておるわけですけれども、この１のほうで現状を平成３０年の３月ということで、３年後の目標と６年後の目標を示しております。６年後の目標というのは結局のところ、先ほど申し上げました町の基本構想の目標年ということになっておりまして、それを基準に現在と比較して、３３年、３年後の目標と、要するに３年たてばまた農業委員会のメンバーかわりますので、３年後ということにしているわけですけども、それを、その間の管内の農地面積であるとか、遊休農地面積の推移というものを出しまして、目標をつくっております。農地面積につきましては、これちょっとなかなかややこしいんですけれども、国の調査によります耕地及び作付面積統計というのがございまして、その耕地面積と遊休農地の面積を足したものが管内の農地面積というふうに書くようになっております。この耕地及び作付面積統計の面積というのは、基本的には耕作されている面積ということでございますので、耕作していない面積、遊休農地の面積も含めてが農地、面積という捉え方をされるものでございます。計算しますと遊休農地の面積が、２９年度の調査で３６ヘクタールとなってございますけれども、端数四捨五入でございますけども、６年後の目標が基盤強化の基本構想では２１ヘクタールということになっておりますので、その間を見まして毎年２．５ヘクタールの解消を目標とするということにさせていただいたところであります。

　次に２のほうで、遊休農地の発生防止・解消の具体的な推進方法ということでございまして、利用状況調査と利用意向調査を実施して、その結果でもって農地法第３４条に基づくあっせんとか利用関係の調整を行う。それから、全国農地ナビというのがインターネットに載っていたりしますけれども、そちらのほうにデータを上げて公表の迅速化を図るということでございます。また、農地中間管理機構との連携も行い、農地の利用集積や集約化につなげるといったところでございます。

　２２ページをごらんください。２のとこ、今度は農地利用の集積と集約化ということで、上がっております。その数字を修正、説明の前にお願いしたいんですけども、毎年３５ヘクタールの増加目標とするとなっておりますが、３３というのに修正願いたいと思います。それから、表のほうに参りまして、現状のところ集積面積が９２１とありますが、９３１。それから右の集積率のところが、４２．２とあるのを、４２．７。それから３年後の目標でございますが、集積面積を１，０２６が１，０３０。それから集積率が４７．５から４７．７というふうに修正願いたいと思います。と申しますのが、この資料を送付した時点におきましてはまだ平成３０年の数字ができ上がっておりませんでして、確実なものでなかったものですから、それが、実績が出ましたので修正させていただきますということでございます。

　先ほどの説明と似たようなことがございます。現状では、集積面積９３１ヘクタールでございますけれども、基本構想の目標は１，１３３ヘクタールということになります。ですので、６年で割りまして、毎年３３ヘクタールの増加を目標とするということになります。管内の農地面積につきましては、ここの表におきましては、先ほど説明させてもらったものと違いまして、耕地及び作付面積統計による耕地面積を使用するということになっておりますので、こちらを使用しているところでございます。ですので、２１ページと比較して見ていただきますと、遊休農地の面積をこの２２ページのものに足したものが面積という格好に、若干１ヘクタール違っておりますけれども、なるわけであります。

　推進方法でございますけれども、人・農地プランの作成とか見直しについてであるとか、中間管理機構との連携についてということもございます。人・農地プランの作成、見直しということにつきましては、この担当自体は産業振興課でございますので、もしもその作成や見直しということであれば、農業委員または推進委員の立場で参画をするという格好でございます。

　それから、中間管理機構との連携におきましては、その文章の中に加えてもらえたらいいんですけども、農業委員会は北栄町、農地中間管理機構、農協等と連携し、（ア）と書いてもらいたい、（ア）農地中間管理機構に貸し付けを希望する復元可能な遊休農地。（イ）経営の廃止・縮小を希望する高齢農家等の農地。（ウ）利用権の設定期間を満了する農地等についてリスト化を行って、その中間管理事業での活用を検討するなど、農地の出し手と受け手の意向を踏まえたマッチングを行うということで考えております。

　その農地の利用調整と利用権設定でございますけれども、既に集積が進んだ地域あろうかと思います。これにつきましては担い手の意向を踏まえて農地の集約化のため調整・交換と利用権の再設定を推進するというふうにしたほうがいいんではないかなと思っております。
　それから中山間地のようなところ、受け手が少ない、または受け手がいないような地域ということもございますが、そういうところは農地中間管理機構による簡易な基盤整備事業の活用とあわせて地域に応じて取り組みを行うということでよろしいんでないかなというふうに思っております。

　⑥のほうにつきましては、農業委員会だよりを発刊しまして、農地中間管理事業であるとか利用権設定促進事業の周知も図っていくということでございます。

　３の新規参入の促進でございます。こちらにつきましては、毎年１０経営体ということで、基本構想でございますので、そういうふうにさせてもらっております。１経営体当たりの経営面積につきましては、ちょっとわからなかったんですけども、大体１．５ヘクタールぐらいかなというふうに考えました。

　それから具体的な推進方法でございますけども、特に内容的にはございませんで、適宜必要な相談に応じていくということになります。それから企業参入の推進でございますけれども、担い手がいないというような地域については、中間管理機構を活用して企業参入を図っていくということを考えなければならないのではないかなと。いないというか、十分にいないというか、これからいなくなっていくという、そういうところも考えれるのかなというふうに思っております。以上です。

○濵坂議長　最適化の推進に関する指針ということで案が提示されましたけども、何か質疑、発言ございますか。ここの意味はもうちょっとどうだとか。

○河原委員　ちょっと聞かせてくれませんか。

　２１ページの今、農地面積はいいんですけど、遊休農地とか遊休農地の現状の割合とかいうこれ、今までにも数字を出していますよね、毎年。

○事務局　そうですね。

○河原委員　それとの変化は変わりないんですか。多分毎年、例えば２．５ヘクタールの解消を目標、これ多分変わってないなという気がして読んだんだけど。

○事務局　変わってないというか、これはこれまで出したところと関係ない部分もあります。

○河原委員　関連性はない。

○事務局　ないです。

○河原委員　確かに、文言に対しての関連性はないと思うんだけど、内容はほとんど変わらんのでね。

○事務局　そうです。

○河原委員　ねえ。で、あれ、数字が変わるかなと思ったら、数字も変わってないと思って。それであえて聞いてみました。わかりました。いいです。

○事務局　とにかくこの指針をつくるときに何を根拠に数字を決めるかということになりますし、それとこれまでに出していた、出してきた、つくってきた町の構想であるとか、そういうものとやっぱり合わなればならないと思うんです。単純に２．５ヘクタールのあれだけ、３ヘクでもしょいやという話にはなかなか、つくるときにはできないのではないかなというふうに思っております。ですので基本構想の数字を参考に、その目標に合うように決めさせてもらったところです。

　農地面積につきましては、指針で決まっておりますので、示されたものが国から。そういうふうにさせてもらっておりますけど。

○濵坂議長　はい。

○竹原委員　済みません、いつもこういう話のときに気になるのが、山の農地なんですけどね。非農地化というのが大分、考え方として出てきそうに思うんですけど、それぐらいしかここは表現の中にはひっかかるところがないんですが、当然それで消えた場合は分母が減るということですよね。

○事務局　そうです。

○竹原委員　計算上はそれで反映すると。

○事務局　といいましょうか、あくまでこれは国が示されている農地の面積でやっております。ですので、非農地判断をしたとかそういうことは全然関係ないです。

○竹原委員　今、手のつけようがないという意味では、実態からいうと、非農地にしてそこら辺のやつはっきりさせるということしかないですよね。

○事務局　これまでの推移を見ますと、国の耕地及び作付面積統計における耕地面積というのは、毎年１０ヘクという格好の数字がつくってあります。以前であれば、統計事務所がありました。だけど今は農政事務所になってしまった、それから鳥取にその支所があったりするぐらいで、どのように調べられているかもわからない数字なんです、実は。だけども、この数字を使えということですので、使わざるを得ないというところです。

○濵坂議長　このセンサスとは関係ない。

○事務局　関係ない。

○濵坂議長　委員　どうやって調べているだろうか。

○事務局　わからんのです、それが。全然町のほうにもそこまでの、その調査に来たこともないし、わからんのです。

○濵坂議長　わかりました。

○事務局　若干、合計の数字が違ったところございますので、その辺は直させていただきます。

○濵坂議長　そのほかに何か気のつかれたことはございませんか。

○永田委員　いいですか。新規参入の促進目標を１経営体当たり１．５ヘクタールはちょっと多いんではないかなという気がするんですけど。水稲等でそこそこの大きさのサイズという経営体が新規参入できるころならという気もしますけど、新規参入するなら畑のほうにほぼ限定的になってくるので、１．５ヘクタールはちょっと広いのかなという気がしますが、どんなもんでしょうか。

○事務局　たしか米子市のが回ってきとったです。要するに、米子市がつくったのでこれを見本でつくってくださいよみたいなことで。そこの中では、たしか１．３ヘクになっとったようですね。この１．５ヘクを出すときに、その基本構想の中の、新規参入をされる経営体の数とそれから利用集積でその分でふえる面積というのでたしか割り戻したと思います、一応は。ですから、法人なんかでどかんという部分もだし、個人の分とその合算になっているという分もございます。

○永田委員　いずれにしても基本構想の数字が根拠になっているということですね。であれば、まあ。

○事務局　そうです。

○永田委員　はい、わかりました。

○事務局　ただもとに、その数字を見て、その数値から出しているだけで、私もそのもとになる数字がどのように出したかわかりません。けど、大方合っているのかなと言うふうには思います。こうしてつくってみますとね。

○德山委員　１．５って、この遊休農地の面積３６ヘクですけども、その数字は農村のＡからＣのランクの中でＡ、Ｂの欄ですか。

○事務局　そうですね。

○德山委員　Ａ、Ｂ。

○事務局　そうです。

○德山委員　Ｃは。

○事務局　非農地は入ってない。

　だから、調査をしておる中の１号、２号の遊休農地ですよね。耕作放棄地調査でいくと、１号、２号。それから利用状況調査でいくと、Ａランク。Ｂは非農地ですから。ただ調査をするときにわかりやすいように、１号、２号と非農地、Ｂ判定、これをＡ、Ｂ、Ｃとしてもらっているだけでして、おととしですよ、去年はもう変えておりますから。だから、Ａ、Ｂということですね。

○德山　委員　Ａ、Ｂ。

○事務局　はい。

○濵坂議長　さっきのその新規参入の１．５ヘクタールだけども、いろいろ白ネギだとかああいう露地栽培ではこのぐらいなければ経営として成り立たんかもしれないけど、ここみたいにある程度施設化が進んでおれば結構きついのかなという思いがします。先ほどの説明ではそういう企業的なものを含めたところということであるなら、１．５の前に例えば平均とかいうの、おおむねとかね、何かちょっと幅を持たせたほうがわかりやすい。

○事務局　はい、ということで。平均がいいかもしれない。それか面積の合計を上げて１経営体当たりとせずに、経営面積は合計何ヘクタールという表現もあるかもしれませんし。

○濵坂議長　なら、表現を。

○事務局　はい。それぐらいかなと思います。

○濵坂議長　そのほかはいかがでしょうか。

　これはまた改めて何か提案されますか。

○事務局　５月です。

○濵坂議長　５月に。

○事務局　前期委員でも協議したということで上げるしかないかなと。

○濵坂議長　でしょうね。

　そうすると、きょう協議いただいたのは、次期、新しい農業委員会で本格的に取り組むためのきょうは原案を検討していただいたということでよろしいでしょうか。
（「はい」と呼ぶ者あり）

　なら、一部修正を加えて、原案としていきたいと思います。

　以上で協議事項は終了でございます。

　７番、報告事項に移ります。１番、委員会報告でございます。農地委員会変更ございますか。

○杉川（武）委員　きのう、１時より農地委員会を行いました。お別れ会という話があって、それは３月２０日の７時から、彗星で行いたいと考えております。ちなみに３月２０日は自分の誕生日で日がいいなと。

○濵坂議長　農地委員会からは最後の懇親会ですね。改めては通知があると思います。

　続きまして農政委員会。

○山下委員　農政委員会も懇親会を計画しております。３月２０日、６時半から江北のほうの味もり多というところで予約しておりますので農政委員の方、忙しいですけども御出席のほうよろしくお願いしたいと思います。３月２０日の６時半です。

○濵坂議長　農政委員会につきましては３月２０日、６時半に味もり多で決定をしております。

　続きまして広報委員会。

○盛山委員　この後、３月の末発行の分の粗ら刷りができたので最終チェックの広報委員会をします。その後、懇親会をしますけど、何だか３月２０日にも。いつが最後になるかわからんですけど、一応味もり多でします。責任を果たした後、楽しんでいただきます。以上です。

○濵坂議長　この後、広報委員会をしてその後に懇親会ということのようでございます。

　３つの委員会にはそれぞれお世話になりました。ありがとうございました。

　続きまして２の各種審議会等報告でございますが、何かございますか。

○河原委員　３月２日に認定農業者の認定審査会がありまして、新規の方３名、それと更新の方１名ということで、承認をしたような形の結果で終わっていますので報告させていただきます。

　それから、今、会長のほうから農家民泊のお話を後で説明されるということの話があったので、私のほうはお願いだけをしておきたいなと思っています。

　農家民泊、これから設立総会で承認されまして、進めていくんですけど、多分一本釣りでお願いに行くかもしれませんので、そのときは御協力できる方はお願いしたいなということで。あと、くれぐれも考えて行動をしないでほしいと、ありのままで行動をお願いしたい。例えば食事にしても、民泊したげるわいなんていうことに仮にお受けいただいたとしても、ごちそうをつくるというようなことは絶対しないでほしいと。そのままの状態でお迎えしていただけるとありがたいなということのほうが、もともとの考え方で進んできたグリーンツーリズム研究会のセオリーだったもんですから、それをお願いしたいということがありますので、自然体で臨んでほしいなと思っております。以上です。

○濵坂議長　ありがとうございます。

　ちょっと確認させてください。その審査会で新規がなるの。

○河原委員　新規が３名です。

○濵坂議長　３名。これは再審は。

○河原委員　更新が１年。

○濵坂議長　１年ですか。ありがとうございます。

　そのほかはございますか。

　竹原さん、いいですか。

○竹原委員　今のですか。資料つけさせてもらっているみたいで。では、補足になりますけど、協議会の設立の日に私、出席したんですが、それは個人的に会長さんの奥さんから引き受けを頼むという依頼を受けて、では行ってみようかと思って顔を出したんですよ。ところが思っていたのとちょっと違いまして、団体がありますよね、町内の商工会だとかいて、中心になるのは、グリーンツーリズム研究会なんですけど、そういった団体が会員なんです。協議会の会員。個人の会員というのは、参加自由だったんですけど、対象外、協力会員ということだった。その当日、庄原市のそういう研究会をやっておられる方が１０年間たったということで、いろいろ話をされましたけど、庄原市の場合は中心になっておられる方が所属される集落が実は３００人しかいない小さな集落で、ここでも同じですけど、消滅危惧だという危機感を抱かれたんです。３００人のうちの１００人が７５歳以上だという集落なんです。考えたのが、農家に泊めてもらって、誘致をしてとか、意識もちょっと盛り上がるようにというようなことだったんですが、北栄町の場合はちょっと違うなとか、私は思いながら観光でもないし、農業振興もすぐにでも役に立たんしなと思いながら、見ていました。

　けさ、早速来られまして、二口持ってこられたんです。というのは、関金と佐治町で２００名を受けるらしいんですよ、６月ごろに。そこで引受先が足りなかったら、回ってくるからそれを頼みますねというのが、その設立会の中であったんですよ。もともと私はそういう趣旨で出ていましたから、きょう二口持ってこられまして、ちょっと考えさせてくださいと、基本的には受けるんですけど、二口とも受けるか、一口だけなのか。日にちによって農作業とのあれがありますからどういうことをしてもらおうかななんて、ペンディングにしてますけど、ひょっとしたら二口受けるかもしれません。何か中学生ぐらいだと思うんですけど、小中高のいずれかで、一口４名だそうです。うわあ、これ４名を泊めるのかいな、２人ならまだ、まだいいなと思うんですけど、４名。どの部屋にしたらいいんだろうとかいろいろ思っています。そういう状況です。

○濵坂議長　ありがとうございます。

　農泊の件についてはちょっと説明いただきましたが、何か聞いてみたいこと等ございましたら、お話しいただきたいと思います。

　なお、役員が、協議会の役員が決まりまして、グリーンツーリズムの●●さんが会長、それから副会長が営農センターの重道センター長ですね。それから幹事に観光協会の●●さん、この３名が一応、中心になってやるということに決まっております。

　何かございませんか、聞いてみたいこと、よろしいでしょうか。

　庄原から来られた講師の先生が言っておられて、一番印象に残ったのが、どこでもそうだと思いますが、食事を一番心配するわけです。食事を準備するのに、好きなものは絶対聞かないでくださいと言われました。嫌いなものは何ですかと聞いて、あれだこれだと言ったらそれを料理して出す。要は都会で食べる嫌いなものと、田舎で出てきた嫌いなものは、どうも味が違うようですね。食べれるようになる人もあるというような説明もあったりして、絶対好きなものは聞かずに、好きなものは出さないようにと。

　それから、例えば家もお客さんが来るからといって掃除をしないでくださいと。掃除がしたかったら一緒に掃除してくださいというようなことを言っておられました。なるほどな、要は肩ひじはらずに、ふだんの生活の中で一緒に田舎の暮らしを体験していただくというのが一番彼らにとっては、印象深いことのようです。そういうふうに経験者が言っておられました。それをちょっと印象深く残っておりますので、おつなぎをしときます。

○前田（浩）委員　各委員にもう１点。今二口と言われたけど、これは農業委員会として受けるんですか。

○竹原委員　ではなくて個人です。

○前田（浩）委員　まあ個人で。ここにおるメンバーの中で二口ということですか。

○竹原委員　いや、だから２つでもいいし、１つでもいい。これだけ今、候補があるけどどうかと持ってこられたんです。

○前田（浩）委員　個人。

○竹原委員　個人です。個人。

○濵坂議長　６月って。

○竹原委員　５月の２３日と６月の７日と言っていました。

○前田（浩）委員　どうですか皆さん、この時期に。

○竹原委員　だからお願いしますと言ったんではない。

○前田（浩）委員　いやいやいや。各自に聞いてみたんではない。

○事務局　構成員は、組織で、実際に受けたりするのは個人で受けてもらう。組織に対して入るのではなくって、個人でしていただける方という格好らしいんです。

○濵坂議長　家庭の中でもそんな話をちらっとしながらだんだんと雰囲気を盛り上げてもらえれば一番いいのかなと思います。決して無理をしてやらないでください。

　ということで農家民泊の件につきましては以上でよろしいでしょうか。

　そのほか審議会等では何かございませんか。よろしいですか。

　そうしますと８番、連絡事項一括で説明を願います。

○事務局　連絡事項でございます。

　連絡事項をお願いします。

○事務局　連絡事項の裏面をごらんいただきたいと思います。

　経過報告につきましてはごらんのとおりでございます。当面の予定でございますけど、本日、北条支部の年金友の会総会が開かれまして、職務代理に行っていただきました。それから２０日には農業会議の第２回の臨時総会が開かれるということでございまして、会長が出席をされます。２２日には大栄支部の年金友の会の総会がございます。これは会長が御出席いただきますけども、実は大栄支部の友の会は、これで解散をされます。解散をされるという形でございますので、１５０人ほど会員さんはおられますけど、通常出てこられるのが十二、三人ぐらいでございます。ほぼ皆さん理事をされていますし、あと出てこられない方でも非常に多く入院されている方とか、そういったものもおられる状況の中で運営していくのは難しいんではないかということで解散をされるということでございます。

　あと、空欄になっておりますけども、認定農業者協議会の総会でございますけど、これまだ理事会が開催されておりませんで、日程が決まっておりません。担当者がインフルエンザになってしまって、長く休んでしまったので、当初考えていた日にちを延期するということだそうでございます。

　それから４月２０日ですけど、中部農業委員会協議会会長、事務局長合同会議ということでございますが、会長としか書いておりません、私も出ます、下阪も入れてください。

　それから、５月１日でございます。新しい農業委員推進委員さんを集めての臨時総会を開催したいと思います。それから委員の懇談会、それから研修会というものを１日でやってしまおうというふうに考えております。出席者につきましては農業委員、推進委員ということで推進委員が抜けておりますが、両方出ていただくことになります。

　月末になりますと、全国農業委員会会長大会ということで会長に御出席をいただくということになります。

　レジメに戻りまして、第４回の総会でございますけども、４月１０日にこちらで行います。前田榮久委員が入院されていたということでございますので、できれば下のほうの部屋でというふうに思いましたけれど、税務課が使っておるので、ちょっと４月は使えないという状況でございます。

　現地確認につきましては前日の４月９日ということでございまして、最後の現地確認は、森本委員、杉川一二美委員、福光委員ということでございます。議案の締め切りは３月２６日の月曜日ということでよろしくお願いいたします。

　あと、その他のほうも説明させていただきます。空き農地情報バンク登録申込書が出ておりますので、よい方がございましたら、御紹介願いたいというふうに思います。以上です。

○濵坂議長　連絡事項一括でしていただきましたが、何か、よろしかったですか。

○永田委員　４月の花見会は。

○濵坂議長　後ほど諮ろうかと思っております。

　そうしますと、空き農地バンクまで説明がございました。

　先ほどございました、４月の総会には花見ということでずっと計画しております。今回は任期の最後という形にもなりますし、お別れ会を含めてやりたいと思いますがいかがでしょうか。
（「異議なし」と呼ぶ者あり）

　特に場所の希望はございますか。
（「なし」と呼ぶ者あり）

　余りなかなか変わったところが思いつきませんけども。

○事務局　おととしではないですか、●●さんの送別会。去年は渓泉閣。

○濵坂議長　国民宿舎的なところになろうかと思いますけど、よろしいですか。なら、またこちらのほうで検討させていただきます。

　あとはないようですね。

○事務局　そうしますと、４月は議案の中身がどれぐらいになるかということもございますけど、時間が１時半からとしておりますが、また変更させてもらいたいなと思いますのでよろしくお願いいたします。ですので、少なければ３時ぐらいから始めて５時ぐらいまで総会を開き、５時半ぐらいに出発という格好にさせてもらおうかなと思ったり。後日通知を差し上げますので、よく御確認いただきたいなと思います。

○濵坂議長　ということで、こちらで準備しております議案等は以上でございますが、何かありますか。

　特に発言ございませんので、総会、以上で終了いたします。

　　　議長（会長）
　　  議事録署名委員（２２番）
　　　議事録署名委員（２３番）
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